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地域力 UP！   １．個々の知恵やアイデアを汲み上げて 

                  ２. 地域の特性を生かして  

                  ３．心と心が響きあう安心の社会を 
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酷暑ともいえる夏が過ぎ日増しに過ごしやすい季節となりました。 

みなさま元気にお過ごしでしょうか。富津市議会議員 渡辺つとむです。 

今回は平成 30 年 10 月までの活動について報告をさせていただきます。 

富津市民の皆さんが安心して穏やかに、そして将来に希望を持って 

暮らせるまちをどのように実現していくか。どんな課題があり、どんな 

取り組みをしているのか？活動の一端をご報告させていただきます。 

これからも「市民に顔の見える議員でありたい。」この姿勢を貫きます。 

 

 

☆広域連携について 

前回 設計委託業務の予算 

でご報告した天羽中学校の解体工事がはじ

まりました。 

今年１２月までに解体工事を終了し、およそ

一年間をかけて新しい校舎に建て替える計

画で、平成 32 年１月（三学期）から新しい校

舎で授業が始まる予定です。校舎新築に係

る費用は解体費や外構工事別でおよそ１１

億２０００万円の予算です。 

☆ つとむの視点 

いわゆる「ハコもの」といわれる市の所有する

公共施設に関しては、有効活用について行

政と議会の間でも喧々諤々の議論がありま

す。 将来を見据えた施設のあり方を考える

には、「将来自分たちのまちをこうしたい！」

という理想理念を持つことが必要です。 

昨年１１月には、千葉大学柳沢教授をお招

きしての講演会を市議会主催で行いました。

地域と学校のあり方について今後も地域住 

民との意見交換を進めながら、より良い天羽 

 

中学校の形を作っていくべきだと指摘してい

ます。 

☆こども子育てについて 

木更津市桜井地区にあるゴミ焼却施設（か

ずさクリーンシステム）が、地元住民との協定

や施設整備のため建て替えとなります。この

ゴミ焼却施設は近隣４市の共同施設として

運営されてきましたが、その４市の市長や担

当者の話し合いで新たに富津市内の新富

地区に移転させるという案が有力となってい

ます。４市だけではなく、鴨川市・南房総市・

鋸南町を加えた事業として基本構想を今年

度中に策定する方針です。 

☆ つとむの視点 

先日来、一部の新聞紙上や富津市のホー

ムページなどで報告がなされていますが、

残念ながら広く市民の知るところにはなって

いないのが現状です。行政は情報の公開を

一層積極的に行い、市民の理解を得られる
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ように取り組むべきだと指摘しています。 

☆商工業の活性化について 

（渡辺つとむ６月議会一般質問から） 

平成２６年の財政破綻報道以来、富津市は

様々な経営改革に取り組んでいます。渡辺

は、作りすぎたり、老朽化した「ハコもの」の

統合や改廃を進めて資金繰りに余裕をもた

せた上で、発展が見込める事業への再分配

を提言し続けています。その一例として平成

２８年に策定した「富津市公共施設再配置

構想」に基づく「再配置推進計画」や個別の

計画の策定と実施を強く求めています。 

具体的には前項で紹介した君津地域の広

域ゴミ焼却施設の建設とその後の経営手法

に、民間の資本と経験値をもちこみやすくす

るための「サウンディング型市場調査」手法

を取り入れるべきと提言しました。 

今までは新たな事業や建物を作る場合、事

業の検討から事業者の公募までのプロセス 

をすべて市の職員が庁内で検討していまし

た。その結果、残念ながら市場とかい離した

施設が出来てしまったり、アイデア不足によ

る不採算性などで民間事業者が手を上げに

くいという欠点がありました。市場性の把握

や活用アイデアの収集など民間が参入しや

すい公募条件の設定を、計画の早い段階か

ら民間事業者と直接対話をして計画の作成

を進めていく手法を検討すべきと提言しまし

た。 

 

☆ つとむの視点 

民間の知見やアイデアを積極的に活用する

には常に市場性と直面している民間事業者

の経験を利用することは有効です。行政は

ハコものを作った時点で考えることを終了し

てしまいがち。しかし民間は逆にそこから経

営を始める。そこに公共施設を有効に使う

知恵が生まれてくると思います。 

 

 活動報告 

 

 

毎月第一金曜日 18：30 から中央公民館で 

おこなわれているこども食堂。 

「はらぺこキッチン」にはたくさんのこどもたち

が集まっています。 

 
渡辺つとむプロフィール 

昭和３６年４月２５日富津市千種新田生れ 

県立木更津高校卒 

立教大学経済学部卒（弁論部出身） 

工学院大学専門学校建築科研究科卒 

藤和不動産(株)財務部に勤務後 

現在家業(有)渡辺サッシ代表取締役社長 

議会運営委員会委員長 
富津市水道審議会委員 
市議会会派「保守の会」会長 
市議会総務常任委員会委員 
富津市バドミントン協会会長 
富津市国際交流協会副会長 
富津市スポーツ推進委員 


